
　
　

少
子
・
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
厳

し
い
財
政
事
情
な
ど
の
現
状
を
し
っ
か

り
と
見
据
え
た
う
え
で
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
を
創
っ
て
い
こ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、互
い
に
協
定
を
結
び
、

左
の
イ
メ
ー
ジ
図
の
よ
う
に
、
中
心
市

と
周
辺
自
治
体
間
で
の
病
院
や
文
化
施

設
な
ど
の
共
同
利
用
の
推
進
、
あ
る
い

は
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
流
通
制

度
の
改
革
、さ
ら
に
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
運
行
エ
リ
ア
拡
大
な
ど
を
推
進

し
て
い
く
構
想
で
す
。

　

秩
父
市
は
、
周
辺
の
自
治
体
と
協
力
し
て
、「
住
ん
で
よ
し
、

訪
れ
て
よ
し
」の
ま
ち
を
目
指
し
て
い
く
た
め
、「
定
住
自
立
圏
」

構
想
に
応
募
し
、
総
務
省
か
ら
先
行
実
施
団
体
と
し
て
、
全
国

20
市
の
中
心
市
の
一
つ
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

●
地
域
医
療
の
強
化

　

民
間
医
療
機
関
（
秩
父
郡
市
医
師
会

❶
新
た
な
産
業
・
雇
用
の
創
出

　

例
え
ば
、
生
ゴ
ミ
な
ど
を
使
っ
た
発

電
、
バ
イ
オ
燃
料
や
た
い
肥
の
生
産
を

通
じ
て
、
仕
事
が
生
ま
れ
ま
す
。

❷
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
貢
献

　

バ
イ
オ
マ
ス
は
、
植
物
が
育
つ
と
き

に
吸
収
し
た
二
酸
化
炭
素
か
ら
で
き
た

資
源
な
の
で
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素

を
増
や
さ
な
い
の
が
特
徴
で
す
。
太
陽

が
存
在
す
る
限
り
、
再
生
可
能
な
有
機

資
源
で
あ
り
、
地
域
で
生
産
し
消
費
す
る

こ
と
で
、温
暖
化
防
止
に
効
果
的
で
す
。

❸
「
使
い
捨
て
社
会
」
か
ら
「
資
源
リ

サ
イ
ク
ル
社
会
」
へ

　

今
ま
で
使
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
や
捨

て
ら
れ
て
い
た
も
の
を
有
効
活
用
で

き
、
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
進
み
、
循

環
型
社
会
の
構
築
に
寄
与
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
国
が
バ
イ
オ
マ
ス
・
ニ
ッ
ポ
ン
総
合
戦
略
で
定

め
る
「
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
」
に
「
ぜ
ひ
、
秩
父
市
を
！
」
と

い
う
農
林
水
産
省
や
経
済
産
業
省
の
推
薦
に
よ
り
、「
バ
イ
オ

マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
の
推
薦
で
構
想
策
定

発電・発熱　バイオ燃料
たい肥・肥料　など

　　　みんなのバイオマスを

　　　みんなが知って
　　　みんなで知恵を出して
　　　もっと工夫して使います
みんなでつくるバイオマスタウンちちぶ
知知夫：秩父の古名（『先代旧事紀』「国造本紀」より） Ⓒ㈳日本有機資源協会より引用

定
住
自
立
圏
と
は

取
り
組
み
の
具
体
的
な
内
容

(

予
定)

❹
施
設
の
整
備
な
ど
に
国
の
支
援
（
補

助
）
を
受
け
る
こ
と
が
可
能

　

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
に
位
置
づ

け
ら
れ
た
事
業
は
、
市
だ
け
で
な
く
、

民
間
事
業
者
の
方
も
事
業
主
体
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

日
ご
ろ
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
リ
サ

イ
ク
ル
の
推
進
や
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活

用
に
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
、
国
の
機
関
な
ど
か
ら

「
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
こ
と
は
秩
父
市

で
！
」
と
い
う
推
薦
を
受
け
て
、
バ
イ

オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
を
進
め
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
「
バ
イ
オ

マ
ス
タ
ウ
ン
」
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
循

環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、
事
業
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
し
ま
す
。

問
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
対
策
課
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な
ど
）
と
公
立
病
院
の
役
割
分
担
を
明

確
に
す
る
と
と
も
に
、
人
材
を
育
成
し
、

圏
域
自
治
体
が
協
力
し
て
医
師
の
確
保

に
努
め
ま
す
。

●
伝
統
芸
術
の
文
化
交
流

　

伝
統
芸
能
等
の
後
継
者
の
育
成
に
努

め
、
圏
域
住
民
が
伝
統
文
化
を
未
来
に

伝
え
る
た
め
の
交
流
拠
点
を
創
り
ま
す
。

●
地
産
地
消
に
よ
る
農
産
物
の
増
産
と

販
売
の
促
進

　

遊
休
農
地
解
消
の
た
め
に
農
業
の
担

い
手
を
育
成
し
、
新
た
な
特
産
品
の
開

発
を
進
め
、
大
消
費
地
で
あ
る
東
京
、

県
南
都
市
部
で
販
売
で
き
る
よ
う
流
通

の
仕
組
を
整
え
ま
す
。

●
観
光
連
携

　

地
域
資
源
を
生
か
し
た
新
た
な
観
光

ル
ー
ト
や
農
山
村
体
験
、
自
然
体
験
観

光
な
ど
の
コ
ー
ス
を
圏
域
一
体
で
Ｐ
Ｒ

し
て
、
誘
客
促
進
に
努
め
ま
す
。

●
都
市
住
民
と
の
交
流
促
進

　

都
市
住
民
が
圏
域
内
の
空
き
家
、
コ

テ
ー
ジ
な
ど
を
別
荘
と
し
て
活
用
し
、

週
末
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
二
地
域

（
週
末
）
居
住
の
住
民
を
増
や
し
ま
す
。

●
公
共
交
通
空
白
地
帯
の
解
消

　

公
共
交
通
網
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る

周
辺
部
の
公
共
交
通
空
白
地
帯
の
解
消

と
道
路
整
備
を
行
い
、
中
心
市
街
地
へ

の
ア
ク
セ
ス
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
実

現
し
て
い
く
た
め
、
周
辺
自
治
体
と
平

成
21
年
度
内
の
協
定
締
結
を
目
指
し
ま

す
。

問
ふ
る
さ
と
創
造
課
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総合医

農場

地域の中心が圏域の核

行政機能

民間機能

販路の拡大・農産物のブランド化

注文・配送

医師の派遣

中心市と周辺の自治体が
相互の力を出しあって
協力しあいます。中心市

周辺の
自治体

例えば‥‥
ショッピングセンター

例えば‥‥
総合病院

一般診療所

商店

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
と
は
？

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
を
推
進

　

地
域
の
家
畜
排
せ
つ
物
、食
物
残ざ

ん

渣さ

、 

間
伐
材
、
庭
木
の
剪せ

ん
て
い定

枝
、
落
ち
葉
、

生
ゴ
ミ
な
ど
の
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を
、

安
定
的
か
つ
適
正
に
、
有
機
肥
料
や
電

気
、
熱
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
利
用
す

る
な
ど
、
資
源
を
循
環
利
用
す
る
地
域

の
こ
と
で
、
埼
玉
県
内
で
は
初
め
て
と

な
り
ま
す
。

　

イ
メ
ー
ジ
は
下
図
の
と
お
り
で
す
。

秩父市が「定住自立圏」に選ばれる

！！

埼
玉
県
初


